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構造検討 ●●●●

蟹

肛v一鑓麩蒙叢
　　　　　　NO

見ぜるか

i　YES

灘騨るか

　　　　　　　　　YES

　　　　　　　欝

　　　　　　形状の工夫

1　　　　▼

調査項目

①反力の大きさ

②移動量と回転量

③移動方向と回転方向

④支承の特性

⑤上・下部工形式とその特性

⑥地盤条件

⑦経済性

⑧視点位置

⑨橋梁色

など

検討項目

き

①支承の種類

②支承の強度

など

主桁を断面変化させて支承を設置した例

ビン支承の形を強調した例

　　▼

色彩の工夫

　　▼

支承部構造とは

橋梁上部工の荷重を下部工に伝達する機構で

あり、支持条件は以下4種類に分類される。

①固定支承②可動支承③弾性支承（ゴム
　支承を用いた水平力分散支承〉④弾塑性
　支承（ゴム支承を用いた免震支承〉

支承の種類

①線支承（LB支承）

②支承板支承（BP支承）

　・高力黄銅支承板支承（BP．A支承）

　・密閉ゴム支承板支承（BP．B）

　・スライディングプレート支承

③ピン支承（PN支承〉

④ピボット支承（PV支承）

⑤ローラー支承

　・複数ローラー支承

　・1本ローラー支承

⑥ロッキングピアピボット支承（RPV支承）

⑦ゴム支承

　　　　　　配置の工夫

　　　　　　　　▼

アクセントカラーを用いた例

アクセントカラーを用いた例

1支承線上に2享承とした例

曝講綿羅

①主桁を断面変化させる

　などして支承部を強調
　する。

②支承本体の形を強調す
　る。

①橋梁本体と対比調和す
　る色彩を選定する。

②アクセントカラーを用

　いるQ

橋脚高さの中間に支承を設置した例

　　　　▼

①支承の配置を工夫して
　安定感を強調する。

②支承の設置位置を工夫

　して強調する方法も
　ある。
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